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宜野湾市長、琉大学長らが要請
琉球大病院移設で財政支援を

　

超
党
派
の
議
員
連
盟
が
提
言

共
同
養
育
総
合
的
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　

超
党
派
の
「
共
同
養
育
支
援
議
員
連
盟
」
（
会
長

＝
柴
山
昌
彦
衆
議
院
議
員
・
元
文
部
科
学
大
臣
）
は

６
月
２
日
、
田
中
文
部
科
学
副
大
臣
と
面
会
し
、

「
提
言
：
配
偶
者
に
よ
り
子
供
を
連
れ
さ
ら
れ
た
方

の
た
め
の
共
同
養
育
総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
提

出
し
た
。

　

こ
れ
は
、
夫
婦
が
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
親
子
交
流
や
各
種
学
校
行
事
な

ど
子
供
の
成
育
を
見
守
る
た
め
の
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
「
親
子
交
流
等
の
円
滑

化
」
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
安
全
確
保
を
前

提
に
離
婚
届
受
付
の
際
の
親
子
交
流
等
の
情
報
を
得

ら
れ
る
仕
組
、
Ｄ
Ｖ
当
事
者
双
方
が
接
し
な
い
親
子

交
流
・
支
援

の
推
進
、
支

援
団
体
の
利

用
費
負
担
軽

減
を
提
言
し

て
い
る
。

　

こ
の
日
、

議
連
の
柴
山

会
長
（
元
文

科
大
臣
）
と
、

三
谷
英
弘
事

務
局
長
（
衆

議
院
議
員
、

元
文
科
大
臣

政
務
官
）
が

田
中
副
大
臣

と
面
談
し
た
。

教
育
、
文
化
・
芸
術
、
学
術
や
人
材
育
成

沖
縄
県
議
団
が
末
松
大
臣
に
要
望

　

沖
縄
県
議
団
一
行
が
６
月
２
日
、
末
松
文
部
科
学

大
臣
に
対
し
て
、
沖
縄
県
が
平
和
創
造
の
拠
点
と
し

て
教
育
、
文
化
・
芸
術
、
学
術
、
国
際
交
流
や
人
材

育
成
な
ど
の
各
分
野
で
国
際
社
会
に
お
け
る
役
割
を

果
た
す
た
め
に
必

要
と
な
る
各
種
の

支
援
の
要
望
を
行

っ
た
。
一
行
は
衆

参
議
院
両
議
長
、

岸
田
首
相
を
は
じ

め
関
係
閣
僚
に
要

望
を
行
っ
た
。

　

県
議
団
は
、
５

月
15
日
に
本
土
復

帰
50
年
を
迎
え
た

の
を
機
に
、
東
ア

ジ
ア
の
中
心
に
位

置
す
る
地
理
的
優

位
性
を
最
大
限
に

生
か
し
、
沖
縄
県

の
自
立
と
自
主
性

が
尊
重
さ
れ
た
総

合
的
か
つ
大
胆
で

持
続
可
能
な
振
興

発
展
と
、
真
に
豊

か
な
沖
縄
経
済
を

構
築
す
る
た
め
、

米
軍
基
地
の
跡
地

活
用
を
視
野
に
入

れ
た
経
済
振
興
、

よ
り
安
心
安
全
で

強
靭
な
観
光
産
業

の
確
立
、
海
洋
立

国
と
し
て
の
我
が

　

田中文科副大臣㊥に提言を手交する
議連の柴山会長㊨と三谷事務局長㊧

末松文科大臣㊥に「沖縄の諸課題を解決し、真に平和で豊かな沖縄
県を目指す本土復帰50年に関する意見書」を手交する８名の県議団

　

琉
球
大
学
の
西
田
睦
学
長

と
宜
野
湾
市
（
沖
縄
県
）
の

松
川
正
則
市
長
ら
が
５
月
30

日
、
文
部
科
学
省
を
訪
れ
、

池
田
文
科
副
大
臣
に
末
松
大

臣
あ
て
の
「
西
普
天
間
住
宅

地
区
に
お
け
る
跡
地
利
用
の

推
進
」
に
関
す
る
要
請
書
を

手
渡
し
た
。

　

同
跡
地
に
つ
い
て
は
、
宜

野
湾
市
に
よ
る
土
地
区
画
整

理
事
業
の
認
可
を
受
け
、
都

市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
２
０
２
４

年
度
末
ま
で
の
琉
球
大
学
医

学
部
及
び
琉
球
大
学
病
院
の

移
設
を
核
と
す
る
「
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
整
備
」
の
た
め

の
病
院
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
２
０
２
１
年
初
め
よ

り
急
激
な
資
材
等
の
高
騰
が
進

ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
の
進
行
に

よ
り
、
先
行
き
は
不
透
明
な
状

況
。
こ
の
た
め
、
西
田
学
長
ら

は
要
請
書
で
国
の
積
極
的
な
財

政
支
援
を
訴
え
て
い
る
。
要
請

書
で
は
こ
の
ほ
か
、
周
辺
地
域

と
連
携
し
た
開
発
整
備
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隣
接
す
る

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ
ド

ー
地
区
の
南
側
部
分
と
一
体
的

な
土
地
利
用
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
同
南
側
部
分
を
早
期
に
返

還
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

池田副大臣㊥に要請書手交。（左から）琉大の大屋理事・副学長（病
院長）、西田学長、池田副大臣、松川宜野湾市長、安藤同市企画部長

国
の
発
展
に
寄
与
す
る
新
た
な
産
業
の
創
出
に
向
け

て
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
た
。
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○
…
西
田
琉
球
大
学
長　

５
月
30
日
に
、
松
川

宜
野
湾
市
長
と
と
も
に
文
部
科

学
省
を
訪
問
し
、
『
西
普
天
間

住
宅
地
区
に
お
け
る
跡
地
利
用

の
推
進
』
に
つ
い
て
国
の
支
援

を
要
請
し
た
。
（
９
頁
に
関
連
記
事
）
「
宜
野
湾

市
の
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
で
は
、
本
学
医
学

部
及
び
病
院
の
移
転
を
核
と
す
る
『
沖
縄
健
康
医

療
拠
点
』
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
米
軍
基
地
跡
地
利
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、
岸
田
総
理
を

は
じ
め
西
銘
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
池
田
文
科

副
大
臣
か
ら
支
援
に
関
す
る
心
強
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
沖
縄
健
康
医
療
拠

点
の
形
成
に
向
け
て
尽
力
し
ま
す
」

　

○
…
銭
谷
東
京
国
立
博
物
館
長　

「
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

沖
縄
復
帰
50
年
記
念
特
別
展

『
琉
球
』
に
お
こ
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
御
即
位
後
は
じ
め

て
の
行
幸
啓
で
し
た
。
『
万
国
津
梁
の
鐘
』
や

『
国
宝
尚
家
宝
物
』
な
ど
ア
ジ
ア
の
架
け
橋
と
呼

ば
れ
た
琉
球
の
美
術
工
芸
品
や
人
々
の
祈
り
の
ご

様
子
を
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
館
員
一
同
大
変
感
激

致
し
ま
し
た
。
今
秋
に
は
東
京
国
立
博
物
館
創
立

１
５
０
周
年
記
念
特
別
展
『
国
宝
東
博
の
す
べ

て
』
を
開
催
し
ま
す
。
会
期
中
当
館
所
蔵
の
国
宝

89
件
す
べ
て
を
ご
覧
い
た
だ
く
は
じ
め
て
の
展
覧

会
で
す
。
ま
た
１
５
０
年
の
歩
み
と
優
品
の
数
々

も
お
目
に
か
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
」

　

○
…
小
野
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
理
事
長　

こ
の
ほ
ど
実
践
研
究
助
成
金
贈

呈
式
を
開
催
し
た
。
「
今
年
度

は
特
別
研
究
指
定
校
が
４
校
、

一
般
助
成
校
が
72
校
で
計
76
校

が
助
成
先
に
決
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
助
成
件
数
は

延
べ
３
３
４
７
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
採
択
校
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
年
間
の
実
践
研
究
推
進
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
今
年
度
は
（
学
校
教
育
の
）

大
き
な
節
目
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
し
い

学
習
指
導
要
領
が
高
校
で
も
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ロ

ナ
と
と
も
に
動
き
始
め
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
も
実
を
挙
げ
て
い
く
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。
財
団
と
し
て
も
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る

よ
う
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」

　

○
…
永
野
日
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
顧
問
（
元
国

際
統
括
官
）　

工
学
ア
カ
デ
ミ

ー
の
政
策
共
創
推
進
委
員
会
委

員
長
と
し
て
、
第
４
回
『
政
治

家
と
科
学
者
の
対
話
の
会
』
を

衆
議
院
議
員
会
館
で
開
催
し
た
。
（
34
頁
に
関
連

記
事
）
「
日
本
で
は
個
々
の
研
究
者
な
ど
が
政
治

家
と
話
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
多
様
な
考
え
を
持

つ
科
学
者
、
技
術
者
が
一
体
と
な
っ
て
政
策
の
選

択
肢
を
立
法
府
に
提
示
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
存

在
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
な
ん
と
か
風
穴
を
開
け
た

い
思
い
で
す
。
研
究
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
は

頭
脳
の
循
環
が
不
可
欠
で
す
。
大
学
フ
ァ
ン
ド
が

大
学
相
互
間
の
人
材
の
流
動
化
を
更
に
悪
化
さ
せ

な
い
工
夫
を
考
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

　

　

○
…
鰐
淵
文
部
科
学
大
臣
政
務
官　

国
公
立
大

学
振
興
議
連
の
総
会
で
挨
拶
し

た
。
（
２
頁
に
関
連
記
事
）

「
大
学
が
持
て
る
知
的
・
人
的

資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
社
会

か
ら
の
期
待
と
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
運
営
費
交
付
金
や
施
設
整
備
費
な
ど
必
要
な

予
算
の
獲
得
に
向
け
て
、
日
々
全
力
を
尽
く
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
日
の
総
会
で

い
た
だ
く
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
て
、

今
後
、
各
大
学
と
の
意
見
交
換
、
ま
た
要
望
を
聞

き
な
が
ら
、
大
学
が
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

今
後
、
概
算
要
求
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

〝
闘
う
文
科
省
〞
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

○
…
下
間
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
長　

『
国

立
大
学
法
人
等
施
設
整
備
説
明

会
』
で
挨
拶
し
た
。「
岸
田
総

理
を
議
長
と
す
る
『
教
育
未
来

創
造
会
議
』
で
〝
地
方
国
立
大

学
の
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
研

究
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
〞
こ
と
が
提
言
さ
れ

ま
し
た
。西
尾
大
阪
大
学
総
長
を
主
査
と
す
る
『
国

立
大
学
法
人
等
の
施
設
整
備
推
進
調
査
研
究
協
力

者
会
議
』
が
各
大
学
等
に
お
け
る
共
創
拠
点
の
実

現
に
向
け
た
今
後
の
推
進
方
策
を
こ
の
夏
に
最
終

報
告
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。
皆
様
に
は
老
朽
施
設

の
戦
略
的
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
共
創
拠
点

整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て
各
方
面
の
理
解
が
一
層

深
ま
る
よ
う
継
続
的
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

○
…
古
田
大
学
振
興
課
長　

公
大
協
総
会
で
、

大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
改
正

に
向
け
た
検
討
状
況
を
説
明
し

た
。
「
中
教
審
の
大
学
分
科
会

で
審
議
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

こ
れ
か
ら
の
議
論
次
第
で
す
が
、
年
内
に
議
論
を

ま
と
め
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
教
育
研

究
活
動
で
）
各
大
学
が
創
意
工
夫
し
や
す
く
な
る

よ
う
な
改
正
を
目
指
し
て
い
て
、
『
規
制
強
化

か
？
緩
和
か
？
』
と
問
わ
れ
れ
ば
緩
和
の
方
向
で

す
。
た
だ
、
す
べ
て
自
由
に
す
る
こ
と
が
良
い
こ

と
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
設
置
基
準
は
あ
く
ま
で
〝
最
低
基
準
〞

で
す
の
で
、
そ
こ
は
維
持
し
つ
つ
、
質
保
証
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
確
保
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

○
…
永
田
国
大
協
会
長　

国
公
立
大
学
振
興
議

連
の
総
会
で
、
10
兆
円
規
模
の

大
学
基
金
に
つ
い
て
考
え
を
述

べ
た
。
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
成

功
の
可
否
は
、
総
合
振
興
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
の
恩
恵
）
が
ど
れ
だ
け
の
多
寡
で
、
ど

れ
だ
け
の
大
学
に
行
き
渡
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
支
援
を
受

け
る
大
学
で
育
っ
た
学
生
や
若
手
研
究
者
が
、
フ

ァ
ン
ド
の
支
援
を
受
け
る
大
学
だ
け
に
と
ど
ま
っ

て
い
て
は
、
我
が
国
の
研
究
力
強
化
の
抜
本
的
な

改
革
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
大
学
が
高

い
レ
ベ
ル
で
の
研
究
が
で
き
る
状
況
を
つ
く
っ
て

こ
そ
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
意
味
が
よ
う
や
く
に
し

て
表
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
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